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6 月 定 例 会

　６月定例会は６月１３日から１９日まで、７日間の会期で開催されました。
　古殿町国民健康保険税条例の一部改正や専決処分の承認が４件、一般
会計第１次補正予算などの７議案が原案の通り可決されました。
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Ｑ　
定
額
減
税
対
象
外
の
方
に
対
す
る
給
付

で
あ
る
調
整
給
付
金
※
９
３
４
万
円
の
対
象

者
は
何
人
か
。

Ａ　
実
数
は
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
が
、
こ

れ
か
ら
所
得
を
確
認
し
て
該
当
す
る
方
の
申

請
を
受
け
付
け
る
状
況
。
１
人
当
た
り
最
大

４
万
円
な
の
で
、
二
百
数
十
人
を
計
上
し
た
。

Ｑ　
福
島
県
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
マ
ー
ト
捕
獲
推
進
事

業
補
助
金
25
万
円
の
内
容
は
。

Ａ　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
鳥
獣
被
害
対
策
の
県
の

補
助
金
で
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
５
台
を
購
入

し
、
捕
獲
隊
の
方
に
貸
し
て
状
況
を
確
認
し

て
も
ら
う
。

Ｑ　
小
中
学
校
の
熱
中
症
対
策
で
の
補
正
は

な
い
の
か
。　

Ａ　
中
学
校
の
体
育
館
に
は
エ
ア
コ
ン
が
な

い
た
め
、
大
型
扇
風
機
を
２
台
購
入
し
て
設

置
し
た
。

Ｑ　
町
民
憩
い
の
森
公
園
の
芝
の
管
理
で
利

用
者
が
困
っ
て
い
る
。
ど
の
く
ら
い
の
頻
度

で
芝
刈
り
を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
２
週
間
に
１
度
実
施
し
て
い
る
。　

Ｑ　
課
税
限
度
額
の
改
正
は
介
護
分
以
外
の

医
療
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
分
で
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
が
る
の
か
。

Ａ　
お
見
込
み
の
と
お
り
。

Ｑ　
軽
減
基
準
額
が
引
き
上
が
る
と
、
軽
減

率
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ　
軽
減
対
象
世
帯
は
増
え
る
と
見
込
ま
れ

る
。

Ｑ　
保
険
税
は
昨
年
度
よ
り
値
上
げ
に
な
る

の
か
。

Ａ　
値
上
げ
に
は
な
ら
な
い
。
保
険
税
率
は

据
え
置
き
。
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険
税
条
例
のの

　
　
　
　
　
　
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
一
部
改
正

　
令
和
７
年
度
分
以
降
の
国
民
健
康
保

険
税
に
つ
い
て
の
課
税
限
度
額
の
引
き

上
げ
、
軽
減
基
準
額
を
改
正
す
る
も
の
。
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調
整
給
付
金
な
ど
の
補
正
予
算

※
調
整
給
付
金
（ 

不
足
額
給
付 

）
…
令
和
６
年
度
に

実
施
し
た
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
方
へ
の
給
付
金
。
当

初
の
算
定
で
は
令
和
5
年
所
得
等
を
基
準
に
算
定
し

た
た
め
、
令
和
６
年
分
所
得
税
と
定
額
減
税
の
実
績
額

等
が
確
定
し
た
の
ち
に
、
本
来
給
付
す
べ
き
額
と
、
当

初
調
整
給
付
額
と
の
間
で
差
額
が
生
じ
た
方
に
、
そ
の

差
額
を
支
給
す
る
も
の 

6月定例会
議案審議

一
般
会
計
第
１
次
補
正
予
算

一
般
会
計
第
１
次
補
正
予
算

課税限度額の改正

保険税
区分

課税限度額
対象者

改正前 改正後

医療分 65万円 66万円 全被保険者

支援分 24万円 26万円 全被保険者

介護分 17万円 17万円 40～64歳

１８日の一般質問には多くの傍聴者をお迎えしました
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町道越代熊倉線工事２億3,083町道越代熊倉線工事２億3,083万円万円
町
道
改
良
工
事

町
道
改
良
工
事

Point
○
株
式
会
社
佐
川
建
設
（
古
殿
町
）

　
と
締
結
。

○
指
名
競
争
入
札
を
実
施
。

質
　
疑

越代熊倉線の改良予定地

道
の
駅
の
進
入
路
を
協
議

道
の
駅
の
進
入
路
を
協
議

議
会
全
員
協
議
会

議
会
全
員
協
議
会

Point

町
道
鍋
作
山
下
線
に
交
差
点
を

設
置
し
、
国
道
３
４
９
号
に
右

折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
。

現
存
交
差
点
を
利
用
す
る
。　

国
道
３
４
９
号
の
改
良
等
は
し

な
い
。

　
　

 

に
対
す
る
意
見 

〇
直
角
の
交
差
点
か
ら
進
入
す
る
た
め
、

確
認
し
や
す
く
な
る
。 

〇
交
差
点
や
右
折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
工

事
費
や
用
地
買
収
が
発
生
す
る
。

 　
　

 

に
対
す
る
意
見 

〇
カ
ー
ブ
途
中
の
進
入
路
は
危
険
。 

〇
道
の
駅
か
ら
出
る
車
は
１
案
よ
り
も
確

認
し
や
す
い
。
安
全
性
は
担
保
さ
れ
る
。 

〇
周
辺
道
路
の
改
修
が
必
要
な
い
の
で
効

率
的
な
整
備
が
実
施
で
き
る
。

２つの進入路案

結
論
結
論

多
数
の
議
員
が
２
案
を
支
持
し
た
た
め

多
数
の
議
員
が
２
案
を
支
持
し
た
た
め　　

　
　
　

既
存
進
入
路
の
方
向
性

　
　
　

既
存
進
入
路
の
方
向
性

と
な
る

と
な
る　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
工
事
の
内
容
は
。

　
　
県
道
か
ら
入
っ
て
３
０
８
メ
ー
ト
ル
の

道
路
改
良
工
事
。
河
川
工
事
で
ブ
ロ
ッ
ク
を

積
み
、
現
在
の
幅
員
を
広
げ
る
。 

　

加
え
て
県
道
か
ら
入
っ
た
橋
の
改
修
は

26
・
９
メ
ー
ト
ル
で
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
を
埋
設
す
る
も
の
。 

　
　

町
道
越
代
熊
倉
線
改
良
工
事
全
体
の

何
％
く
ら
い
終
わ
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
令
和
７
年
度
事
業
終
了
を
見
込
む
と
改

良
率
が
56
・
７
％
と
な
る
。

　
　
こ
の
路
線
工
事
の
累
計
額
は
。

　
　
こ
の
契
約
を
含
め
８
億
２
０
０
０
万
円
。

最
初
は
２
０
０
０
万
円
く
ら
い
で
実
施
し
て

い
た
の
で
、
経
費
率
が
大
き
い
と
認
識
し
て

い
る
。
事
業
費
の
見
直
し
と
全
体
事
業
費
の

把
握
を
考
え
て
い
る
。

道
路
の
幅
を
広
げ
る

道
路
の
幅
を
広
げ
る

継続事業継続事業

 

１
案

 

２
案

 2 案2 案

 1 案1 案

 

２
案
２
案

 

１
案

 

２
案
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議案審議と各議員 の 賛賛 否否６月定例会

議案
第28号

専決処分の承認を求めることについて
（古殿町税条例の一部を改正する条例） 承

認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
軽自動車税における地方税法の一部改正による改正

議案
第29号

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度古殿町一般会計第８次補正予算） 承

認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
事業の確定などにより2,638万3,000円を増額する

議案
第30号

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度古殿町国民健康保険特別会計第４次補正
予算）

承
認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

保険給付費の確定などにより5,260万5,000円を減額する

議案
第31号

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度古殿町介護保険特別会計第５次補正予算） 承

認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
保険給付費の確定などにより71万8,000円を減額する

議案
第32号

古殿町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

課税限度額の引き上げと軽減基準額の改正（P２に掲載）
議案

第33号
古殿町簡易水道条例の一部を改正する条例 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
水道法施行規則改正による改正

議案
第34号

福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数
の減少及び組合規約の一部変更について 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
南会津地方環境衛生組合の統合による規約の変更

議案
第35号

令和７年度古殿町一般会計第１次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

調整給付金などにより1,044万1,000円を増額する（P２に掲載）
議案

第36号
令和７年度古殿町国民健康保険特別会計第１次補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
医療納付金の増などにより1,895万6,000円を増額する

議案
第37号

令和７年度古殿町宅地造成事業特別会計第１次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

１区画の販売が見込まれるため375万8,000円を増額する

議案
第38号

工事請負契約の締結について
可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇町道越代熊倉線道路改良工事を２億3,083万5,000円で株式

会社佐川建設が落札（P３に掲載）

発議
第2号

地方財政の充実・強化を求める意見書
可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇2026年度政府予算等の検討で、積極的な地方財源の確保・充

実を図る意見書の提出

発議
第3号

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児
童生徒の十分な就学支援を求める意見書」 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和８年度も事業を継続するよう要請するもの

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

議案番号 議　案　名 採
決

根
本
重
一

根
本
太
郎
兵
衛

鈴
木

隆

野
崎
喜
彦

佐
川
勇
司

佐
藤
一
夫

岡
部
淳
一

木
戸
久
康

松
崎
法
通

緑
川
栄
一
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常任委員会常任委員会のの活動活動

町の遊休財産11か所を視察
　産業建設常任委員会は旧イセ食品跡地や旧大原小学校跡地など町内１１か所の遊休
財産を視察しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしました。

旧イセ食品跡地の現状を確認する議員

意見

〇旧イセ食品跡地に残された建
物を撤去し、更地にするべき。

〇旧大原小跡地は除雪重機等の
車庫として使用できないか。

〇旧大原小プール跡地は売却ま
たは宅地造成しての販売は。

〇三株展望台登山道以外の土地
売却を検討しては。

道の駅ふるどの等を視察
　総務常任委員会は道の駅ふるどの、旧田口小学校教員住宅跡地と大作地内のため池
の遊休財産２か所を視察しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしまし
た。
　また、付託された請願を審査し、２件を採択としました。

道の駅進入路の現状を視察する議員

意見

〇道の駅の進入路の安全性確保
のため精査が必要。盛土工事に
は旧大原小グラウンドの残土
も利用しては。

〇旧田口小教員住宅跡地は賃貸
や売却で対応すること。

〇大作地内のため池は災害対応
の必要があれば国・県の工事で
の対応を検討すること。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

進入路の安全性を調査

遊休財産活用の調査
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議会活動を知ってもらう編集とは
議会だより編集特別委員会研修議会だより編集特別委員会研修

　議会だより編集特別委員会は７月１日
に郡山市ビッグパレットふくしまで町村
議会広報研修会に参加しました。
　福島県町村議会議長会が主催し、一般

社団法人自治体広報広聴研究所の金井茂
樹氏を講師に迎え、伝わりやすい紙面構
成についての説明や、９町議会広報の講
評を通して紙面づくりを学びました。

▼クリニックを受けた NO.170 表紙【議会広報クリニック※】

№170令和７年１月２０日発行号

●住民の方が本当に知りたい記事を強調でき
　ているか。
●委員会活動などに課題や目的を明示する。
●追跡レポートには具体的な成果も記載する。
●ホームページと連携したQRコードを挿入す
　るとより詳細な情報を得やすい。

猛暑の中の環境美化活動猛暑の中の環境美化活動

　６月３０日に議会議員と役場職
員が合同で町民憩いの森公園周辺
の草刈りを行いました。
　景観がよくなり、利用者の方が
気持ちよく使えるようになりまし
た。

草刈り作業に汗を流した議員と町幹部職員

※議会だよりを講師の方に内容の評価をしてもらうもの

⇨…以上の指摘を踏まえて、より分かりやすい
　議会だよりを目指します。

憩いの森公園をきれいに
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鈴 木 　 隆 議員 ………………………………　8
（１）町内企業等に就業や共住されている外国籍の
　　  方々の把握について

（２）わが町の観光資源の今後の展望と課題に
　　  ついて

（３）健康保険証とマイナンバーカード一体化に
　　  ついて 松 崎 法 通 議員 ……………………………  13

（１）災害についての備えと対応を問う
（２）これまでの名誉町民への対応を問う

野 崎 喜 彦 議員 ………………………………　10
（１）急激な人口減少と超高齢化社会への対応策
　　  について

（２）地場産業の振興と活性化の推進について

根 本 重 一 議員 ………………………………　9
（１）本町の少子化対策について
（２）本町の伝統民俗芸能の継承と振興について

岡 部 淳 一 議員 ……………………………… 14
（１）人口減少の中で若者定着促進の方向性は
（２）国民健康保険内容の目まぐるしい変化への
　　  認識と対応

　６月１８日、１９日に７人の議員が１３問の一般質問を行いました。
質疑の一部を要約してお伝えします。

町町  政政  をを  質質
た だた だ

  すす

一
般
質
問

佐 藤 一 夫 議員 ……………………………  11
（１）今後の林業対策について

木 戸 久 康 議員 ……………………………… 12
（１）今後の町づくりと道の駅の進捗状況は

町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす

議会トピックスで、議員が集めた地域の情報をお知らせします。議会トピックス
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外国籍住民対応
Q 全ての雇用主、
　 就業内容、居住先
　 を把握しているか

A おおむね把握している

多くの登山客で賑わう鎌倉岳山開き（４月29 日）

 

鈴
木　

個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
難
し
さ
も
あ
る
と

思
う
が
、ど
の
よ
う
な
管
理
、

把
握
を
し
て
い
る
の
か
。

 

町
長　

今
後
、
増
加
す
る

と
思
わ
れ
る
外
国
籍
の
方
の

情
報
把
握
に
つ
い
て
は
、
可

能
な
範
囲
で
検
討
の
余
地
が

あ
る
と
考
え
る
。

 

鈴
木　

そ
の
把
握
情
報
を

地
区
行
政
区
長
と
共
有
し
て

い
る
の
か
。

 

町
長　

現
在
、
共
有
し
て

い
な
い
が
、
検
討
の
余
地
が

あ
る
と
考
え
る
。

 

鈴
木　

町
内
の
方
と
の
婚

姻
や
町
事
業
に
携
わ
る
方
を

除
き
何
名
の
外
国
籍
の
方
々

が
い
る
の
か
。

 

町
長　

令
和
７
年
５
月
末

で
93
名
。

 

鈴
木　

ご
み
出
し
や
生
活

習
慣
の
違
い
等
か
ら
町
民
と

の
ト
ラ
ブ
ル
等
は
あ
っ
た

か
。

 

町
長　

以
前
、
ご
み
の
出

し
方
で
相
談
が
あ
り
、
曜
日

ご
と
出
せ
る
ご
み
の
種
類
等

に
つ
い
て
、
当
事
者
の
言
語

で
作
成
し
た
も
の
を
、
対
象

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
張
り

出
す
対
応
を
行
っ
た
こ
と
は

あ
る
。

う
が
、
実
質
的
な
施
策
は
何

と
考
え
る
か
。

 

町
長　

直
接
、
移
住
定
住

に
つ
な
が
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口

拡
大
に
つ
な
が
る
も
の
と
し

て
、
フ
ル
ド
ノ
タ
イ
ム
は
重

要
な
施
策
で
あ
る
。

 

鈴
木　

町
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
言
え
る「
鎌
倉
岳
遊
歩
道
」

通
行
止
区
間
の
復
旧
が
ま
だ

行
わ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

 

町
長　

以
前
、
修
繕
を
業

者
に
相
談
し
た
が
、
困
難
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
、そ
の
後
、

工
法
を
検
討
し
て
い
る
。

 

鈴
木　

魅
力
あ
る
観
光
資

源
を
活
用
し
つ
つ
、
交
流
人

口
、
関
係
人
口
を
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
で
拡
大
し
、
移
住
定

住
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
地
方

創
生
の
観
点
か
ら
重
要
と
思

Q 各受託団体に対する費用や管理内容等を
　 見直す昨年の答弁からその後の対応は 

A 個別に具体的な話し合いはしていないが状況は把握している

観光資源対策

鈴
す ず き

木　隆
たかし

 議員

「
健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
一
体
化

に
つ
い
て
」
の
質
問
も

行
い
ま
し
た
。

 

そ
の
他
の

質
問

  鎌倉岳山開き  　4 月 29 日 ( 祝・火 )、本年も鎌倉岳観光協会による山開き安全祈願祭が行われ、
１５０名を超える町内外の参加者に紅白餅、豚汁が例年同様振る舞われた。また同日、上松川区による
駒形神社祭典も執り行われ、多くの登山者が同神社のある展望台施設に訪れていた。（鈴木隆）

議会トピックス①
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根
ね も と

本　重
しげかず

一 議員

少子化対策Q 出生数減少の認識は 
A 全国的な傾向の中、過疎地域で目立って
　 いると認識している

 

根
本　

通
学
補
助
な
ど
、

子
育
て
家
庭
に
対
す
る
経
済

的
支
援
の
拡
充
は
。

 

町
長　
拡
充
予
定
は
な
い
。

 
根
本　

若
年
層
の
定
住
促

進
に
向
け
た
住
宅
取
得
支
援

は
。

 

町
長　

住
宅
支
援
と
し
て

「
移
住
定
住
促
進
補
助
金
」、

「
町
産
材
利
用
住
宅
建
築
支

援
事
業
補
助
金
」を
活
用
し
、

町
外
か
ら
の
転
入
者
に
は
加

算
措
置
を
す
る
。

 

根
本　

他
町
村
と
連
携
し

た
広
域
的
な
少
子
化
対
策

は
。

 

町
長　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
５

町
村
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

根
本　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
と
若
い
女
性
流
出
の
認
識

は
。

　
「
と
も
家
事
」
の
認
識
は
。

 

町
長　

世
代
に
よ
り
考
え

方
の
違
い
が
あ
る
。
時
代
の

変
化
を
認
識
し
、
互
い
の

理
解
が
進
め
ば
よ
い
と
考
え

る
。

 

根
本　
「
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

祝
金
」
実
施
後
の
効
果
は
。

 

町
長　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
時

に
お
け
る
、
金
銭
面
で
の
支

援
と
な
っ
て
い
る
。

 

根
本　
「
結
婚
新
生
活
事
業

補
助
金
」
の
拡
充
予
定
は
。

 

町
長　

国
の
制
度
を
活
用

し
、
事
業
の
周
知
を
し
て
い

る
。拡
充
の
予
定
は
な
い
が
、

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

 

根
本　
「
入
学
祝
い
金
」
な

ど
の
教
育
関
連
支
援
に
つ
い

て
の
導
入
検
討
は
。

 

町
長　
給
食
費
の
無
償
化
、

小
中
学
生
の
学
習
旅
行
バ
ス

代
全
額
補
助
、
２
泊
３
日
の

英
語
体
験
研
修
補
助
等
を
実

施
し
て
お
り
、
新
た
な
支
援

は
考
え
て
い
な
い
。

 

町
長　

今
あ
る
姿
を
後
世

に
伝
え
る
こ
と
は
大
切
で
あ

る
。

 

根
本　

民
俗
芸
能
を
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
町
内
観

光
と
結
び
つ
け
る
考
え
は
。

 

町
長　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
「
論
田
・
八
ケ
久
保
薄

木
の
獅
子
舞
」「
馬
場
平
の

ジ
ャ
ン
ガ
ラ
念
仏
」
を
紹
介

し
て
い
る
。
町
外
・
県
外
か

ら
も
写
真
撮
影
等
に
い
ら
し

て
い
る
状
況
だ
。

 

根
本　

担
い
手
の
育
成
策

や
支
援
制
度
の
検
討
は
。

 

町
長　

民
俗
芸
能
は
各
地

区
や
集
落
で
継
承
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
検
討
は
し
て

い
な
い
。

 

根
本　

民
俗
芸
能
団
体
へ

の
助
成
金
や
支
援
制
度
の
拡

充
は
。

 

町
長　

町
指
定
文
化
財
保

存
伝
承
報
償
と
し
て
支
援
。

令
和
３
年
度
に
見
直
し
を
し

た
の
で
、拡
充
予
定
は
な
い
。

 

根
本　
民
俗
芸
能
の
映
像
・

資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
や
記

録
保
存
方
針
は
。

赤ちゃんのすこやかな
成長を願って

伝統芸能

Q 民俗芸能の継承は 
A 少子高齢化や若者の減少
 　等で伝統継承が難しい

民俗文化財の馬場平のジャンガラ念仏

  田口区のアジサイ  　田口字松森地区の町道添いに約 200 本の「アジサイ」が植えられている。その中
でも一番多いのが「柏葉アジサイ」。毎年、見事な花を咲かせているが、今が見ごろとなっている。一度
足を運んで観てください。( 野崎喜彦 )

議会トピックス②
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産業振興

 

野
崎　

孤
独
死
の
実
態
把

握
は
。

 

町
長　

現
実
的
に
発
生
し

て
い
る
。
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
利
用
促
進
や
郵
便
局
、

宅
配
事
業
者
と
協
定
を
結

び
、
連
絡
体
制
を
取
っ
て
い

る
。

 

野
崎　
「
配
食
」、「
見
守
り
」、

「
買
い
物
支
援
」
な
ど
の
日

 

野
崎　

令
和
７
年
産
の
米

の
作
付
面
積
と
収
量
見
込
み

は
。

 

町
長　

主
食
用
米
の
取
組

面
積
が
２
３
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
収
量
は
約
１
１
６
０
ト

ン
の
見
込
み
。

 

野
崎　
「
地
域
計
画
」
は
ど

う
整
理
さ
れ
た
の
か
。

 

町
長　

ど
の
地
区
で
も
、

担
い
手
の
高
齢
化
と
後
継
者

不
足
が
課
題
だ
。
将
来
的
に

は
農
地
の
集
積
、
集
約
化
を

段
階
的
に
進
め
て
い
く
。

 

野
崎　

道
の
駅
の
売
り
場

で
、
地
場
産
品
の
品
目
、
数

量
と
も
減
少
傾
向
に
あ
る
よ

う
だ
が
、
そ
の
対
応
策
は
。

 

町
長　

農
産
物
出
荷
者
協

議
会
主
催
の
栽
培
講
習
会
や

先
進
地
視
察
研
修
の
実
施

で
、
知
識
の
向
上
、
生
産
意

欲
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

 

野
崎　

道
の
駅
拡
張
計
画

の
進
捗
は
ど
の
段
階
に
あ
る

の
か
。

 

町
長　

敷
地
の
造
成
工
事

の
発
注
を
行
っ
た
。
６
月
中

に
基
本
設
計
と
実
施
設
計

委
託
の
発
注
を
予
定
し
て
い

る
。

　
出
店
を
希
望
す
る
方
の
意

向
調
査
も
実
施
す
る
。

常
生
活
支
援
の
実
態
は
。

 

町
長　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

民
生
委
員
の
協
力
で
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

 

野
崎　
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
」の
設
置
と
稼
働
状
況
は
。

 

町
長　

81
世
帯
に
設
置
。

週
に
一
度
電
話
で
安
否
確
認

を
し
て
い
る
。

 

野
崎　
「
高
齢
者
居
住
施

設
」
の
利
用
状
況
は
。

 

町
長　

３
世
帯
、
３
人
が

利
用
し
て
い
る
。

 
野
崎　

出
生
数
と
転
入
・

転
出
者
数
の
現
状
は
。

 

町
長　

令
和
６
年
度
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
は
１１
名
。
転

入
者
は
68
名
、
転
出
者
は

１
１
６
名
だ
っ
た
。

Q 急激な人口減少と
　 超高齢化社会の対応策は
A 生まれた子どもは１１名
　 緊急通報システムを８１世帯に設置

Q 地場産業の振興と活性化の推進は
A 道の駅は基本設計、実施設計委託
　 を予定している

順調に育成する水稲

高齢者世帯に設置されている
緊急通報システム

野
の ざ き

崎　喜
よしひこ

彦 議員

  フルドノタイム特別企画  　６月１５日（日）、古殿小学校体育館で「ふるさと応援大使」の音楽家・圓谷俊貴さん
が率いるプロのピアニスト・音楽家によるプロムジカ使節団の演奏会が開催されました。いわきシニア男声合唱団、
吹奏楽団「凛」、水戸アルモニア Rosa の特別ステージも加わり、会場を魅了する圧巻のコンサートでした。（根本重一）

議会トピックス③
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ん
で
い
る
状
況
が
あ
る
。

　

後
継
者
が
町
内
に
お
ら

ず
、
管
理
、
整
備
さ
れ
な
い

山
林
が
増
え
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
、
対
応
が
課
題
に
な
っ

て
く
る
。

 

佐
藤　
県
が
実
施
し
て
い
る

森
林
経
営
管
理
制
度
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
町
の
対
応

は
。

 

町
長　

手
入
れ
の
行
き
届

い
て
い
な
い
森
林
に
つ
い

 
佐
藤　

千
年
の
森
育
成
事

業
の
成
果
と
評
価
は
。

 

町
長　
平
成
13
年
度
か
ら

取
り
組
み
、
累
計
で
約

１
６
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間

伐
を
実
施
し
た
。

 

佐
藤　

町
内
の
林
業
の
実

態
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
。
そ
の
課
題
は
。

 

町
長　

森
林
整
備
を
担
う

事
業
者
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
起
業
し
、
事
業
を
拡
大
し

て
い
る
方
が
い
る
一
方
、
一

人
親
方
な
ど
の
高
齢
化
も
進

Q 皆伐のみでも
　 補助金対象としては
A 皆伐後は植林が義務で
　 補助はしていない

ふるさと納税で人気の間伐材を利用した組
くでじゅう

手什

佐
さ と う

藤　一
か ず お
夫 議員

林業振興

て
、
町
が
森
林
所
有
者
か
ら

経
営
管
理
の
委
託
を
受
け
、

林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
は

地
域
の
林
業
経
営
者
に
再
委

託
す
る
と
と
も
に
、
森
林
経

営
に
適
さ
な
い
森
林
は
町
が

公
的
に
管
理
す
る
制
度
。
町

内
３
地
区
で
意
向
調
査
を
実

施
し
た
。

 

佐
藤　

皆
伐
さ
れ
た
山
林

を
見
か
け
る
が
、
補
助
金
対

象
に
で
き
な
い
か
。

憩いの森公園の豊かな森林（ドローン撮影）

 

町
長　

皆
伐
後
は
植
林
が

義
務
と
な
っ
て
お
り
、
補
助

は
し
て
い
な
い
。

 

佐
藤　

町
内
に
バ
イ
オ
発

電
事
業
者
が
あ
り
、
チ
ッ
プ

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
民

間
事
業
者
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
チ
ッ
プ
工
場
の
建
設
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

町
長　

民
間
事
業
者
へ
の

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
町
の
財
産
で
あ
る
森
林
の

荒
廃
を
防
ぎ
、
経
済
効
果
や

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
質
問

す
る
。

  芝山の山開き  　５月２５日（日）、芝山の安全祈願が行われました。祈願に先立ち、いわき市、平田村、
古殿町の 3 市町村から集まった芝山自然公園美化協力会員が山頂広場や遊歩道の周辺で草刈り作業を
実施しました。あいにくの小雨の中でも３組のご家族がキャンプを楽しんでいました。（根本太郎兵衛）

議会トピックス④
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町
長
も
６
期
目
が
ス
タ
ー

ト
し
て
２
年
が
経
っ
た
。
予

算
も
厳
し
く
、
物
価
、
資
材

の
高
騰
も
あ
る
が
、
ソ
フ
ト

面
、
ハ
ー
ド
面
で
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
町
政
を
し
て
、
町
民

に
少
し
で
も
幸
せ
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
特
に
５
年
後
、
10
年
後
を

見
据
え
て
優
秀
な
人
材
を
育

て
る
こ
と
が
、
町
づ
く
り
の

基
本
で
あ
る
。 

　
町
長
と
議
会
は
二
元
代
表

制
で
あ
り
、
ど
ち
ら
に
も
強

力
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い

る
が
、
事
案
に
よ
っ
て
は
非

常
に
悩
み
、
苦
悩
、
苦
渋
の

選
択
が
求
め
ら
れ
る
。 

　

 

木
戸　

５
期
目
と
６
期
目

の
就
任
挨
拶
に
「
ひ
と
づ
く

り
」「
く
ら
し
づ
く
り
」「
ま

ち
づ
く
り
」「
産
業
づ
く
り
」

「
体
制
づ
く
り
」
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
う
い
う
内
容

か
。

 

町
長　

社
会
情
勢
や
経
済

情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
行
政
が
取
り
組
む

べ
き
課
題
等
は
常
に
流
動
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
殿
町

第
７
次
振
興
計
画
に
掲
げ
て

い
る
町
の
将
来
像
「
み
ん
な

が
い
つ
も
元
気
で
い
ら
れ
る

活
気
あ
ふ
れ
る
町
」
を
目
指

す
べ
く
、
柔
軟
な
組
織
体
制

を
も
っ
て
各
分
野
に
適
し
た

事
業
を
実
施
す
る
考
え
で
あ

る
。

町づくりQ 道の駅の進捗状況は 

A 敷地造成工事の発注を行った
　 出店希望者の意向調査も実施する考え

基本設計が発注された道の駅

木
き ど

戸　久
ひさやす

康 議員

 

木
戸　

５
期
目
か
ら
現
在

ま
で
土
地
買
収
で
議
会
の
議

決
を
得
た
件
数
お
よ
び
場
所

は
。

 

町
長　

田
口
の
道
の
駅
ふ

る
ど
の
拡
張
事
業
用
地
、
鎌

田
の
旧
イ
セ
食
品
工
場
跡

地
、
三
株
山
頂
へ
の
道
路
等

用
地
の
３
件
。

 

木
戸　

道
の
駅
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

町
長　

敷
地
の
造
成
工
事

は
先
日
発
注
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
更
に
今
月
中
に

基
本
設
計
お
よ
び
実
施
設
計

委
託
の
発
注
を
予
定
し
て
い

る
。 

　
出
店
を
希
望
す
る
方
の
意

向
調
査
も
実
施
す
る
考
え
で

あ
る
。

町の将来に大事なひとづくり

  流鏑馬大会春の陣で快挙  　流鏑⾺大会春の陣は６月29 日(日)に三株高原で開催され、１１人の射⼿が挑んだ。
運営スタッフや観客約１５０人が見守る中、勇壮で気合いの⼊った流鏑⾺は喝采を浴び、大盛況。⼥性射⼿が初の優
勝を⼿にするなどの快挙もあった。（松崎法通）

議会トピックス⑤
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松
崎　

毎
年
河
川
の
堆
砂

除
去
を
し
て
い
る
が
、
竹
貫

地
区
か
ら
横
川
地
区
周
辺
の

除
去
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

 

町
長　

町
か
ら
県
へ
要
望

し
、
事
業
を
進
め
て
い
た
だ

く
。

 

松
崎　
災
害
時
、
医
療
、
土

木
関
係
者
を
は
じ
め
、
人
手

の
確
保
は
考
え
て
い
る
の

か
。

 

町
長　

県
中
保
健
福
祉
事

務
所
、
石
川
郡
医
師
会
で
医

療
を
確
保
し
、
町
建
設
協
力

会
と
災
害
対
応
に
当
た
り
、

炊
き
出
し
な
ど
は
赤
十
字
奉

仕
団
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
を
想
定
し
て
い
る
。

災害対策

名誉町民

Q 災害についての
　 備えと対応を問う
A 他町村との災害時協定を締結
　 河川改修や堆砂除去は県に要望

Q これまでの名誉町民への対応は
A ふるさとセンターの展示室など
　 で功績を紹介している

 

松
崎　
規
模
の
大
き
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
自
治
体

の
域
を
越
え
た
対
策
が
必
要

だ
が
、
そ
の
点
は
万
全
か
。

 

町
長　
石
川
郡
内
町
村
、
鮫

川
村
、
い
わ
き
市
と
災
害
時

相
互
応
援
協
定
を
、
こ
お
り

や
ま
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏

で
連
携
協
約
を
、
岩
手
県
紫

波
町
と
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

 

松
崎　

令
和
元
年
の
台
風

19
号
で
冠
水
し
た
前
木
・
水

沼
地
区
周
辺
の
河
川
改
修
を

県
に
ど
の
よ
う
に
要
望
し
て

い
る
の
か
。

 

町
長　

県
土
木
部
出
先
機

関
と
の
意
見
交
換
会
で
、
前

木
地
区
は
河
川
改
修
事
業
、

水
沼
地
区
は
道
路
整
備
事
業

を
要
望
し
て
い
る
。

松
まつざき

崎　法
のりみち

通 議員

 

松
崎　

名
誉
町
民
に
推
戴

さ
れ
た
方
々
は
、
ど
の
よ
う

な
功
績
が
あ
り
推
戴
さ
れ
た

の
か
。

 

町
長　

社
会
文
化
の
振
興

や
社
会
福
祉
の
増
進
、
学
術

文
化
進
展
の
功
績
な
ど
。

 

松
崎　

名
誉
町
民
に
推
戴

さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き

た
の
か
。

 

町
長　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

の
展
示
室
の
名
誉
町
民
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
、「
ビ
ジ
ュ

ア
ル
版
ふ
る
ど
の
の
歴
史
」

等
で
功
績
を
紹
介
し
て
い

る
。

 

松
崎　

名
誉
町
民
と
し
て

推
戴
さ
れ
た
方
々
を
町
内
外

の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う

べ
き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

町
長　

機
会
を
捉
え
て
紹

介
し
た
い
と
考
え
る
。

堆砂に雑草が生い茂る鮫川

ふるさとセンターの名誉町民コーナー
  フクシノトビラ  　古殿町地域包括支援センタ－は 5 月 25 日（日）にやぶさめアリ－ナで、福祉イベント「フ
クシノトビラ」を開催しました。「みんなで楽しむ福祉のミライ」をテ－マに介護ロボットなどの福祉機器
体験、VR 認知症体験、サポートカ－体験会など、様々な企画が行われました。さらに、福島県警音楽隊
による見事な演奏も披露されました。（根本重一）

議会トピックス⑥
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現
状
の
若
者
の
動
向
を
ど

う
捉
え
対
応
す
べ
き
な
の
か
、

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

 

岡
部　
若
者
や
女
性
が
県
外

に
流
出
し
て
い
る
認
識
は
。

 

町
長　
県
外
に
流
出
し
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

 

岡
部　

な
ぜ
都
市
部
に
流

出
す
る
の
か
。そ
の
原
因
は
。

 

町
長　

多
様
な
機
会
と
便

利
な
生
活
環
境
が
魅
力
と
思

う
。

 

岡
部　

教
育
費
の
負
担
軽

減
策
は
何
か
。

 

町
長　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝

金
、
保
育
料
・
給
食
費
無
料

化
な
ど
、
出
生
か
ら
中
学
生

ま
で
子
育
て
・
教
育
支
援
を

継
続
し
て
お
り
、
そ
の
後
の

教
育
費
支
援
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

 

岡
部　
国
保
平
準
化
と
は
、

ど
ん
な
内
容
な
の
か
。

 

町
長　

所
得
水
準
、
世
帯

構
成
が
同
じ
場
合
、
県
内
ど

こ
で
も
同
じ
保
険
税
に
な
る

こ
と
。

 

岡
部　

県
内
同
一
保
険
料

で
わ
が
町
は
上
が
る
の
か
、

下
が
る
の
か
。

 

町
長　

令
和
11
年
度
か
ら

な
の
で
、
現
時
点
で
は
分
か

ら
な
い
。

 

岡
部　
上
が
っ
た
場
合
の
負

担
は
町
民
の
負
担
な
の
か
。

 

町
長　

保
険
税
が
上
が
れ

ば
被
保
険
者
の
負
担
と
考
え

る
。

 

岡
部　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
し
て
い
な
い
人
の

資
格
確
認
書
と
は
ど
ん
な
も

の
か
。

 

町
長　

従
来
の
保
険
証
に

代
わ
る
も
の
で
す
。

 

岡
部　

資
格
確
認
書
は
ど

ん
な
手
順
で
発
行
さ
れ
る
の

か
。

 

町
長　
自
動
更
新
と
な
り
、

更
新
の
時
期
が
来
た
ら
世
帯

主
宛
て
に
送
付
す
る
。

 

岡
部　

税
金
滞
納
者
に
対

す
る
対
応
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
か
。

 

町
長　

短
期
証
が
廃
止
さ

れ
た
の
で
、
資
格
確
認
書
を

発
行
し
て
い
る
。

 

岡
部　

紙
の
保
険
証
継
続

の
声
も
大
き
い
。
認
識
は
。

 

町
長　

私
は
聞
い
て
い
な

い
。

 

岡
部　
移
住
定
住
施
策
は
何

か
。

 

町
長　

住
宅
を
取
得
す
る

子
育
て
世
帯
へ
の
「
移
住
定

住
促
進
補
助
金
」
や
「
町
産

材
利
用
住
宅
建
築
支
援
」
な

ど
が
あ
る
。
 

岡
部　
企
業
案
内
、
紹
介
、

斡
旋
等
の
取
り
組
み
は
。

 

町
長　

石
川
管
内
で
「
企

業
合
同
説
明
会
」
が
開
催
予

定
。

 

岡
部　
町
出
身
者
、
若
者
の

起
業
へ
の
支
援
策
は
。

 

町
長　

県
と
連
携
し
、
石

川
方
部
商
工
会
の
支
援
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

 

岡
部　
人
口
減
少
対
策
は
。

 

町
長　

生
活
利
便
性
の
向

上
に
努
め
る
。

人口減少対策Q 人口減少対策に打つ
　 べき策はあるか
A 地場産業の魅力化や福祉サービスの充実、
　 生活利便性の向上などに努める

Q 県内で進められている国保平準化とは
A 県内市町村で同じ保険税負担となる

保険証の代わりとなった
マイナンバーカード 

おとうさんと一緒
（ふるどのこども園解放日）

岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

　
国
民
健
康
保
険
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
資
格
確
認

書
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

国保政策

  日本酒と蒸し牡蠣と山のサウナを楽しむ夏′２５  　７月５日（土）、６日（日）、竹貫地区の豊国酒造隣のそと庭
で巨大壁画を眺めながら、日本酒、蒸し牡蠣、山のサウナ、焼き鳥、コーヒーなどを楽しむ夏祭りが開催された。
運営者側の苦労もあろうかと思うが、「地域の賑わいをつくろう」という意気込みから大切なものを感じた。（松崎法通）

議会トピックス⑦
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追跡レポート
その後
どうなった？

No.70

テーマ 人間・脳ドックの対象年齢拡大は人間・脳ドックの対象年齢拡大は

　人間・脳ドックの対象年齢枠を７０歳前半まで拡大す
ることはできないか。

Q　令和６年12月一般質問から

Ａ　町長答弁
　医療機関から要請のあった受入人数、予算面から設けて
きたが、状況を精査し検討する。

病気の早期発見が健康
につながるね！

その後のその後の
対　　応対　　応

これからの健康増進に期待
７４歳まで対象者が拡大

しみもっちー

平成27年の
中学生議会
で誕生！

健康への意識を高める健診

古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

次回の
定例会 上旬９月“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

　４０歳から６９歳までだった人間・脳ドックの対象年齢が、
令和７年度より７４歳までとなった。
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た
だ

け
ま

す

  
No.

今回紹介するの今回紹介するのは、は、「 株式会社 佐川林業 」「 株式会社 佐川林業 」の皆さんです。の皆さんです。

20  

＊会社の設立を教えてください。＊会社の設立を教えてください。

昭和38年松川字八ヶ久保北向で創業。

優良資材として木の加工、卸し、施工に努めます。

　昭和６４年に法人化し、２代目佐川
吉一を先頭に、今日に至るまで一貫し
て造園緑化、土木資材の供給に努めて
います。
　社員は 40人ほど雇用しており、町
産材を活用して、地元の経済や林業に
貢献しています。

＊＊会社における基本的な考え方は何ですか。会社における基本的な考え方は何ですか。

　人造資材を含めて様々な資材が氾濫する中、木の温かみを大事にしてくださる皆様、そし
て地域の皆様に支えられて前進してまいりました。新素材などの積極導入にも取り組みつつ、
優良資材としての木の加工、卸し、施工に努めていきます。

株式会社  佐川林業の皆さん

https://w
w
w
.tow

n.furudono.fukushim
a.jp/

　
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
も
紹
介

し
た
「
鎌
倉
岳
山
開
き
」
は
、

１
９
８
９
年
に
結
成
さ
れ
た
鎌

倉
岳
観
光
協
会
に
よ
り
継
続
開

催
さ
れ
て
い
た
が
、
諸
般
の
事

情
に
よ
り
同
協
会
に
よ
る
開
催

は
本
年
で
最
後
と
な
っ
た
。

　
鎌
倉
岳
は
福
島
テ
レ
ビ
開
局

35
周
年
を
記
念
し
て
、
三
春
町

の
世
界
的
な
登
山
家
、
故
田
部

井
淳
子
氏
を
選
定
委
員
長
と
し

た
「
う
つ
く
し
ま
百
名
山
」
に

も
選
ば
れ
、
町
内
外
の
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
て
い
る
名
山
で
も

あ
る
。

　
ま
た
、
交
流
人
口
拡
大
の
観

点
か
ら
も
同
山
の
維
持
管
理
は

必
須
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

永
年
維
持
管
理
に
努
め
ら
れ
た

会
員
の
皆
様
に
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。
後
継
団
体
模
索

中
で
あ
る
と
聞
か
れ
る
こ
と
か

ら
今
後
の
展
開
に
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
鈴
木
）

編
集
後
記


